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 岡山市議会は１０月１３日「核兵器禁止条約を批

准できる環境を整備することを求める意見書」を

10 月市議会最終日全会一致で採択しました。意見

書では昨年の第１回締約国会議の様子や「ウイーン

宣言」に触れ、「条約の効果的運用と発展のためには

核保有国、同盟国など多くの国が参加し議論」する

重要性について触れています。そのうえで「唯一の

被爆国である我が国は、核兵器廃絶に向け特別の役

割と責任を負っている」と日本の立場を明確にして、

１１月の第２回締約国会議に日本政府としてオブザ

ーバー参加し、「核保有国と非核保有国の橋渡しにつ

とめ、禁止条約を批准できる環境を整備すること」

を要請する内容となっています。 

 これは９月に広島、長崎市議会議長連名の要請書

に基づくものと思われます。今年の８月６・９日の

広島、長崎平和式典での両市長の「核抑止力論」破

綻の訴え、「せめてオブザーバー参加を」の国民世論

を受けてのものといえます。 

 今回の岡山市議会の意見書採択を足掛かりに、岡

山県内で残る６市町議会での「日本政府は核兵

器禁止条約に参加を」の意見書採択に向け運動

を続けたいと思います。、 

 岡山県原水協は去る１０月６日に開催された２３年度第１回理事会で、核兵器禁止第２回締約国会議に国連

ＮＧＯ・日本原水協の代表団として鷲尾裕氏の派遣を決めました。会議は 11 月２７日から１２月１日まで、

ニューヨーク国連本部で行われ、１００名の原水協全国代表として活動に参加します。 

 県代表団・団長として参加する予定であった 2020 年 NPT NY 行動。世界
的な新型コロナ感染症の拡大で中止になり、残念な解団となりました。その後
約 10 カ月後の 2021 年 1 月 22 日、この間の忸怩たる思いを一気に吹き飛
ばしたのが「核兵器禁止条約の発効」でした。それから 2 年 9 カ月、条約署
名国は 93 カ国、批准国は６９カ国と着実に前進しています。しかし、非常に
残念というか悔しいことに唯一の戦争被爆国である日本政府・岸田政権は禁止
条約に参加しないどころかこれに背を向け、核抑止力勢力に加担する有様で
す。いま、国内では日本政府が禁止条約に参加を求める草の根の運動と共に、
各地方自治体・議会でも意見書採択が広がっています。岡山県内では 75%の
議会が意見書を上げるまでになっています。こうした状況に確信を持ち核兵器
禁止条約に参加する日本へ変化と前進のために県代表として力を尽くしたい
と思います。 
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